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意 見 交 換 の 内 容       （凡例 ◆地区の意見 ◇議員の意見）

意 見 交 換 会 実 施 報 告 書 （地区コミ単位） 
【２班】 

地 区 コ ミ 副田地区コミュニティ協議会 参加人員 ２０人 

開 催 日 時 平成２５年 ７月１１日（木） １９：００ ～ ２０：５０ 

開 催 場 所 副田地区コミュニティセンター 

出 席 議 員 

（ 担 当 ）  

議 員 名 出欠 担 当 議 員 名 出欠 担 当 

佃 昌樹 〇 市政報告 今塩屋 裕一 〇 記録 

大田黒 博 〇  下園 政喜 〇  

井上 勝博 〇 司会進行    

 

 

１ 今後の地区コミュニティ協議会（センター）と支所の在り方について 

《意見交換の概要》 

◆ 基本的に支所は残るほうが良い。 

住民は不安な状況。早めに住民に報告すべき。はっきりと方向性を示すべき 

地区コミの位置づけが中途半端な状況、方向性がみえてこない。 

◆ 支所継続は合併時の約束。基本的に支所継続してもらいたい。 

    本庁と支所で人員の偏りを感じる。 

   支所への食（農畜産）専門分野の職員配置は継続すべき。 

各支所に水道局担当を配置すべきでは。 

高齢化が進んでおり、本庁まで足を運べるのか。 

支所がなくなると、有事の際に本庁機能を移す場所がなくなるのでは。 

 ◆ 意見交換会に市職員も参加すべきでは。 

支所と地区コミの違いを住民に説明すべき。 

合併したときの方針はどうなったのか。もっと一般市民の立場に立って考えるべき。 

 ◆ 住民サービス向上のため、地区コミの機能を充実すべきでは。 

地域共生のため、地区コミの必要性、支所の必要性をしっかりと考えるべき。 

行政は地区コミを行政窓口にしようとしているのでは。 

機能充実のため、地区コミに職員を増員すべきでは。 

◇ 地区コミが中心となって、行政が支援するという構図でなければならない。 

支所維持については、財政問題、合併時の約束、住民サービス向上などいろいろな面から

考えていかなければならない。 

◇ 支所廃止は反対。パブリックコメントも７００件近く集まった。 

商工会の方々も反対している。パブリックコメントを受け、市長の考えも変わってきた。 

 

《主な要望等》 

◆ 支所は継続すべき。地区コミの機能充実を。 

 

２ 温泉場開発と湯ノ山整備作業について 

《意見交換の概要》 

◆ 自分たちでできることは一生懸命やっているが、自分たちでできないところが多い。 

地域が頑張っていることに、行政はぜひ応援してほしい。 

◆ 目に見えて前に進んでいないのでは。２年後に完成するのか。 
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◆ 市有地の草刈をしっかりすべきでは。整地されていても土地は売れないのでは。 

◆ 温泉センターができた後のことも考え、地区振興計画を立てている。 

◆ 湯ノ山公園までの道路は市道では。道路整備をしてほしい。 

◇ 地域の方々の頑張りを当局に伝えながら、我々議員もできることは支援、協力していく。 

  

《主な要望等》 

◆ 地域が頑張っていることに、ぜひ行政の応援を。 

 

３ 富士通撤退問題について 

《意見交換の概要》 

◆ 富士通撤退問題は、物理的にも心理的にも暗くなる。 

雇用の生まれる企業、長く発展する企業の誘致を。 

◆ マキオが誘致できれば、地元の農産物販売促進、観光にもつながるのでは。 

雇用及び人が集まる企業の誘致を希望する。 

◆ 定住促進が図れるような企業誘致を希望する。 

◆ 撤退により、富士通の駐車場の照明が消灯されると、真っ暗になる。 

通学路でもあり、部活の帰りなど危険である。何か対策はできないか。 

◇ １０月末に撤退すると照明も消灯される。企業にも社会的責任があるではと思う。 

行政側から働きかけてもらうよう要望する。 

◇ 企業は社会的責任もあるが、経費面もある。要請はするが、他力本願ではいけない。自分

たちでできる方策を考えていかなければならない。 

 

《主な要望等》 

◆ 早い企業誘致を希望する。 

 

４ その他 

《要望等》 

◆ 原発再稼働について、特別委員の意見を聴きたい。行政にどのようにアプローチしたか。 

◇ 反対である。福島の除染作業も未完了。耐震設計、避難方法、避難計画、様々な問題につ

いて目処がたっていない。再生可能エネルギーは顕著に進歩しているので、これに切り替え

るべき。 

◇ 委員会において、行政は、質問に対する回答はできるが判断はできない。 

福島原発事故の責任問題、これからでてくる放射能の後発的障害、未熟な技術面を考えると、

再稼働するのはいかがなものか。 

◆ 危機管理を細分につめて進めていくべき。 

◇ 避難計画については実効性のあるものを要請している。 

 

◆ 自治会の祭りなどで道路を使用する場合、警察署の規制が厳しい。専門の交通整理員を必

要とされる。コスト面などもあり地域での活動にも制限がでてくる。地域のいいものが制約

される。交通量などを加味して考えてもらいたい。 

 警察への働きかけをしてもらいたい。 

  

  


